
地 域 づ く り
コ ー ナ ー

輸
入
食
料
は
、
長
距
離
輸
送
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
と
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
増
大
し
、
生
産
国

の
資
源
、
環
境
に
も
悪
影
響
を
与

え
、
地
球
環
境
の
負
荷
に
な
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
言
葉
は
詰
ま
る
と

こ
ろ
地
産
地
消
、
食
の
安
全
に
行

き
着
く
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
河
浦
病
院
は
昭

和
22
年
、
一
町
田
村
診
療

所
と
し
て
発
足
し
、
同
30

年
代
に
は
当
時
、
猖
獗
を

極
め
た
結
核
病
に
対
応
す

る
た
め
の
ベ
ッ
ド
86
床
を

有
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
疾
病
の
変

遷
と
時
代
の
流
れ
の
中

で
、
現
在
は
療
養
病
棟
を

持
つ
一
般
病
院
と
し
て
内

科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
病
む
人
へ
思

い
や
り
と
優
し
さ
を
」
と
い
う
病

院
理
念
の
下
、
食
の
安
全
や
地
球

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、各
病
院
・

診
療
所
と
の
連
携
を
深
め
、
住
民

の
皆
様
の
健
康
を
支
え
る
一
端
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

河
浦
病
院
に
勤
務
し
て
６
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。
着
任
当
初
、

病
院
給
食
に
刺
身
が
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
は
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
飯
も

お
い
し
く
、
調
理
係
に
聞

く
と
「
地
産
地
消
を
心
が

け
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

　
「
身
土
不
二
」「
フ
ー
ド

マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
い
う
食

に
関
す
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
身
土
不
二
は
仏
教
用

語
で
、山
下
惣
一
・
著『
身

土
不
二
の
探
求
』
で
は
、

「
人
の
命
を
支
え
て
い
る

の
は
食
べ
物
で
あ
る
。
食
べ
物
は

土
が
育
て
る
。
従
っ
て
土
が
人
の

命
、
命
は
土
そ
の
も
の
、
す
な
わ

ち
身
土
不
二
、
身
と
土
は
一
体
と

い
う
考
え
方
で
す
」。

　

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
中
田

哲
也
・
著
『
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
』

で
「
食
料
の
重
量
と
そ
の
輸
送
距

離
を
掛
け
合
わ
せ
た
指
標
。
特
に

福部 孔太 くん

御所浦町御所浦
平成19年９月25日生

父・智一さん　母・菊美さん

お兄ちゃんたち、これからもヨロ
シクね♡

本崎 花音 ちゃん

新和町小宮地
平成19年９月14日生

父・健太さん　母・美幸さん

リズムにあわせて、ふりふりダン
スをします。みんな大好き♡

濱  莉奈 ちゃん

亀場町亀川
平成19年９月５日生

父・栄助さん　母・文子さん

人見知りしないので、みんなにか
わいがられています。

黒田  愛 ちゃん

八幡町
平成19年９月28日生

父・賢三郎さん　母・美和さん

じいじ、ばあばいつもありがと♡
みんなに愛される人になるからね。

井戸 みやび ちゃん

天草町大江
平成19年９月25日生

父・栄造さん　母・育美さん

輝耶お姉ちゃんには
負けないよ！！

小手  苺 ちゃん

東町
平成19年９月25日生

父・貴弘さん　母・美生さん

たっくさんの愛情に包まれて、笑
顔いっぱいの幸せ者です♡

　

五
和
町
の
通
詞
島
周
辺
で
、
地

元
漁
師
が
ガ
イ
ド
役
に
な
り
、
魚

釣
り
や
釣
っ
た
魚
の
調
理
、
イ
ル

カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん

で
も
ら
う「
通
詞
島
体
験
倶
楽
部
」

が
７
月
19
日
に
ス
タ
ー
ト
。
漁
船

で
釣
り
客
を
漁
場
に
案
内
し
、
釣

り
の
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
遊
漁
船
業
な
ど
を
営
む
か
た
わ

ら
、
同
倶
楽
部
の
実
行
委
員
会
代

表
を
務
め
て
い
る
。

　
「
最
近
、
親
が
子
を
殺
す
、
子
が

親
を
殺
す
と
い
う
悲
惨
な
事
件
が

相
次
い
で
い
る
。
親
子
が
触
れ
合

う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
」「
遊
漁
船
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

と
通
詞
島
の
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
れ
な

い
か
」
と
思
っ
た
こ
と
が
、
同
倶

楽
部
を
始
め
た
き
っ
か
け
。

　

地
元
の
漁
師
や
民
宿
経
営
者
、

ユ
メ
ー
ル
、
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

で
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、
体
験

メ
ニ
ュ
ー
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
、
地
元
の
民
宿

に
宿
泊
し
た
人
を
対
象
に
魚
釣
り

や
魚
の
さ
ば
き
方
な
ど
を
体
験
し

て
も
ら
う
３
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
。

初
め
て
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と

で
、
今
年
は
８
月
末
ま
で
の
夏
休

み
期
間
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
大
好
評
で
８

月
17
日
現
在
、
福
岡
市
な
ど
か
ら

約
１
３
０
人
の
家
族
連
れ
な
ど
が

参
加
。「
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年
は
実

施
期
間
の
延
長
や
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
な
ど
も
検
討
し
た
い
」。

ま
た
、「
こ
の
取
り
組
み
を
通
詞

島
の
一
大
産
業
に
し
た
い
」と
も
。

　

通
詞
島
周
辺
は
た
く
さ
ん
の
魚

や
ウ
ニ
、ア
ワ
ビ
な
ど
の
宝
庫
で
、

約
３
０
０
頭
も
の
イ
ル
カ
も
生
息
。

「
通
詞
島
は
人
に
安
ら
ぎ
を
与
え

る〝
癒
し
の
島
〞な
ん
で
す
。
多
く

の
人
に
島
の
魅
力
を
堪
能
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
微
笑
む
。

ク

ラ

ブ

し
ん
ど
ふ
に（
じ
）

し
ょ
う
け
つ

河浦病院
院長　永吉 正和

　

新
和
・
碇
石
地
区
で
は
昭
和
47

年
ご
ろ
ま
で
、
主
な
産
業
と
し
て

木
炭
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
作
り
方
を
知
っ
て
い
る

の
は
、
現
在
の
70
代
以
上
の
人
た

ち
。
同
地
区
振
興
会
で
は
、
木
炭

生
産
の
技
術
継
承
や
環
境
美
化
な

ど
を
目
的
に
、
60
〜
80
代
の
有
志

に
よ
る
〝
ひ
ま
陣
会
〞
を
結
成
し
、

昨
年
９
月
か
ら
木
炭
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。〝
ひ
ま
陣
会
〞

と
は
、「
心
の
ひ
ま
（
ゆ
と
り
）
を

地
域
に
提
供
す
る
人
た
ち
の
集
ま

り
」と
い
う
意
味
を
込
め
て
命
名
。

現
在
、15
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
碇
石
公
民
館
近
く

に
炭
窯
「
ひ
ま
陣
工
房
」
を
作
り
、

こ
れ
ま
で
に
８
回
の
木
炭
づ
く
り

を
実
施
。
１
回
当
た
り
約
４
５
０

㎏
を
生
産
し
、
そ
の
一
部
は
水
質

浄
化
を
図
る
た
め
碇
石
川
に
投
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
炭
焼
き
の

際
に
出
る
煙
か
ら
、
土
壌
改
良
や

生
ゴ
ミ
の
消
臭
な
ど
に
役
立
つ
木

酢
液
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

木
炭
と
木
酢
液
は
、
地
域
づ
く

り
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
地
元

の
ふ
る
さ
と
祭
り
や
夕
や
け
市
、

農
協
な
ど
で
販
売
中
で
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
、
碇
石
地
区
振
興
会
事

務
局
（
新
和
支
所
・
総
務
振
興

課
内
）☎
46
２
１
１
１
へ
。

木
炭
づ
く
り
を
受
け
継
ぎ
、地
域
の
活
性
化
を

碇
石
地
区
振
興
会
（
田
中
八
十
四
会
長
）

い
か
り
い
し

や　

そ　

し

じ
ん
か
い

10月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝９月10日㊌まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は６人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

こ う たか の ん

り 　 なあい

いちご

河浦病院
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木 口 宝 光 さん（五和町二江・44歳）

「癒しの島の魅力を堪能してほしい」
ほうみつ

いや

魅力しの癒し
や

しのの島島の島島のの島島島の 魅島の島島島
いや

▲炭切りの作業に汗を流す
　　　　　　　“ひま陣会”のメンバー


